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な
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こ
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％
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0
％
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す

る
制
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た
め
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今
後
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と
も
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し

行
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し
て
い
き
ま
す
が
、
市
町
村

単
位
で
の
行
動
も
こ
れ
か
ら
重
要

と
な
り
ま
す
の
で
平
成
1
6
年
1
0
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入
ま
で
に
地
域
で
の
活
動
を
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願
い
致
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ま
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※
道
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市
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・

　

結
果
等
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つ
い
て
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次
号
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の
つ
ど
報
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掲
載
し
ま
す
。

「重度心身障害者医療給付事業」見直しを反対する請願署名

平成16年６月14日現在

地　方　名 署　名　数 地　方　名 署　名　数

旭　　　　川 3.294 十　　　　勝 2.898

岩　吃　沢 140 苫　小　牧 2,321

浦　　　　河 421 根　　　　室 324

江　　　　別 569 深　　　　川 75

小　　　　樽 3.832 室　　　　蘭 1.294

オホーツク 406 紋　　　　別

北　　　　見 710 夕　　　　張 230

釧　　　　路 2.360 留　　　　萌 591

札　　　　幌 7.469 稚　　　　内 269

静　　　　内 130 士　　　　別 149

滝　　　　川 326 三　　　　笠 126

伊　　　　達 富　良　野 110

千　　　　歳 小　清　水 370

道　　　　南 1,660 合　　　　計 30.074

４
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吋
隆
志
会
長
山
も
い
ｙ
ゾ
ヽ
け
．

2 0
弟
以
Ｌ
遺
腎
協
か
I
>
'
!
＞
'
)
え
て
ミ

わ
た
吋
私
徳
雛
氏
か
5
2
歳
八
片
旅
～

に
じ
く
々
ら
れ
ま
し
た
か
、
二
カ
ー
余
に

う
こ
し
て
で
れ
た
沢
山
ぶ
財
産
か
守
’
．

て
い
^
J
-
t
＾
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
'
　
1
ス
．
圧
、
余
行

嘔
、
述
動
々
と
咎
地
域
腎
Ｑ
会
［
皆

様
に
協
心
か
・
い
た
だ
Ｊ
ｆ
;
無
恥
活
動
か
。

し
て
こ
ら
れ
ｔ
し
た
｀

　

、
特
に
マ
４
　

叫
制
度
が
今
り
川
川
か
ら
改
悪
さ
れ

応
一
り
ｙ
、
一
れ
Ｌ
う
と
し
て
い
圭
十

　

’
一

力
問
題
に
い
い
．
一

ｋ
ｋ
ｙ
Ｌ
Ｌ
Ｊ
り
７
１
ｊ
Ｌ

１
ほ
７
１
ｊ
１
Ｊ

り
他
ぢ
而
に
渡
り
迦
動
し
要
望
μ
、

清
晒
賀
仇
‥
な
ど
を
遊
議
会
に
提
出
し

主
し
た

　

さ
ら
に
６
川
‥
。
力
道
議
余
に

向
け
て
２
則
‥
目
山
ぶ
願
署
訊
‥
を
提
出

し
、
１
　
冴
力
占
か
・
川
け
、
八
。
汲
、
圭

十
ま
Ｉ
団
結
し
て
い
か
な
け
れ
け
な

司会

　

堀井和彦副会長

《
来

　
　

賓
》
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Ｉ
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北為憑難病連常任理事

三森礼子樟

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

北
廊
心
鴎
析
峰
よ
マ
ベ
一

　
　

余

　

長
札
混
作
爾
0
1
　

北
海
心
透
析
医
勁
・
会
長
、
医
療
ｊ
ｙ
、
心

水
勁
・
吐
幌
北
ク
リ
ニ
。
グ
・
理
ふ
″
に
｛

　
　
　
　
　

万

　
　

忠

　

・
ｎ
昨

旺
帆
巾
卜
師
会
き
析
医
ご

／ ､ ．

● ｀

．
ｙ
、

　

い
に

野

　

ぐ

　

咄
旺

ｙ
療
ぶ
Ｌ
へ
り
団
が
私
余
・
川
島
り
リ
ミ

　
　

ｓ
Ｃ
*
院
ｋ

　

田

　

鳥

　

限

北
廊
心
議
会
議
□
・
民
―
党

沖

　

岡

　

滝

　

北

川川川

何

様

f, ， 111:

両

様様

　
　
　

5
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．
！
、
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Ｊ
し

俐

　

リ

　
　
　
　
　
　
　

池

　

む
に

　

柳

　

次

北
海
道
議
会
議
口
・
自
山
民
ト
党

北
海

道
議
会
議

　

消

　

氷

　

和

　

川

口
・
‐
い
ハ
明

北
海
碍
議
余

／ゝ、

ｆｊ

妊

　

り

岡

　

ン

　

陥

津

誠

様様様様

敬

々:

様

党

。
ｔ
ｚ
漬
は
八
・

卜

I

り

χ

様

憲

　

川
Ｓ
r
　

北
海
ぷ
消
介
議
ほ
・
″
口
ヽ
シ
ｆ
ア
消
口
ご

　
　
　
　
　
　

山
七
に
雅
紀
４
　

＝
1
団
よ
一
ぺ
北
商
道
腎
臓
バ
ン
り

　
　

理
恥
長

　

武

　

吽

　

ｄ

　

呻
俸

り
団
法
Ｌ
へ
八
Ｌ
川
腎
臓
病
協
議
余

　
　

会

　

長
油
吽
岫
冶
呼

－
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議長団左から柳沼正一．大Ｊ則夫両氏

り
ま
せ
ん
」
Ａ
　
I
い
う
’
一
し
Ｉ
て
し
た

　

続
い
て
、
ｋ
省
力
尺
唱
道
議
、
佐

勝
道
議
の
あ
い
さ
丿
ぐ
り

　

マ
ル
障

制
度
ふ
-
ｎ
-
ｊ
ｃ
ｒ
担
が
ほ
ぽ
決
定

祝霞・メッセージ
吉田季代乃さん

‐
‥
‘
Ｌ
り
宛
行
ヒ
々
り
ま
十
か
、
道
腎

協
け
し
ふ
１
６
０
白
個
体
か
．
い
に

々
り
冲
絡
余
を
り
こ
ヽ
り
要
諸
に
こ
・
し

れ
た
い
・
に
初
心
‘
て
白
経
験
で
す

　

そ

れ
だ
け
に
札
変
々
問
題
て
あ
り
、
議

会
か
終
わ
い
て
か
．
し
て
も
I
-
.
　
ｉ
ｔ
.
に
申

し
人
加
々
ヒ
ｔ
‥
し
て
お
り
、
今
後
、

皆
様
と
比
闘
し
Ｔ
要
求
し
撤
闘
‥
し
て

い
か
々
け
れ
は
々
り
ま
廿
バ
レ
エ
’
一

　

北
海
道
侈
暁
＆
協
議
会
り
浦
余
長

は
新
し
ト
侈
暁
に
関
ｊ
ろ
話
か
・
さ
わ

て
ト
ま
し
た

　

姚
後
に
北
海
心
難
病

油
「
森
常
任
理
Ｉ
か
ノ
校
団
柚
し

て
会
活
動
か
・
し
て
行
χ
一
主
し
よ
う
」

し
・
い
・
じ
こ
・
て
ｋ
省
ハ
‘
心
し
≒
几
か

　

活勣報告をする

j●内繁雄事務局長

終
わ
り
ま
し
た

　

そ
力
後
、
睨
．
竃
・

　

メ

　

ツ

セ

村本会計の代理
会計組告をする
三上留美子さん

ン
Ｌ
″
り

川
憂
・
代
り
さ
ん
（
咤
幌
）
Ｌ

露
さ
れ
ま
し
た

　

続
い
て
議

リ
披

．
・
く
Ｈ
ク
リ

ー
ト
Ｌ

選
出
に
八
り
叫
ぶ
運
営
む
‥
口
（
旺
幌
）

尺
渾
運
営
む
は
（
ト
勝
）
の
両
氏
か

選
出
さ
れ
議
乍
に
ぺ
り
ま
し
た

　

渾
内
事
携
局
ｋ
Ｌ
り
混
成

1 5
印
度

活
動
報
告
、
'
　
■

　
　
　
･
　
;
　
ｙ
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X
T
'
-
ｒ
'
次
に
ハ
句
心
に

成

1 5
年
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決
算
報
ｒ
-
：
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＊
田
■
　
ｓ
Ｂ
庫

ｌ
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Ｅ
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Ｉ
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三
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＆
Ｉ
に
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；
’
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’
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ｌ
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一

会計監査報告をする蓬田雄一・福原真理子両氏

ｆ

け
Ｉ
ぺ

　

‥
‥
‥
軋
臓
器
侈
陥
ネ
。

昧
人
余
り
け
：
や
で

　
　

ヒ
た
服
げ
心

　

㈲

　

鍋

塩
野
４
製
‘
ｔ
｀
昧
式
ご
り

札
幌
_
ｖ
~
.
：
に
八

ｙ
″
・
’
て
Ｆ

　

嘩
ｆ
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‐
・
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り

？
／
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１

４
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呼

利i

昭

呼

i1

･

1‘

‐
磯
装
昧
人
八
．
’
一
り
化
幌
■
*
■
’
　
７
~

　
　

七
り
長

　

・
刈

>
l
　
　
＞
＾

　

ヽ
ｔ

惶

様

り

県

し
ｌ
ｙ
で
力
り
’
弗
旺
幌
営
支
叫

腎

　

協

宮
峨
県
．
０
　

‥
｛
城
県
ご
‥
‥

4t県

い
配

　

濤

貿

県

岡

山

川

県

　
　

り
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ｊ
:
:
-
v
ｒ

Ｉ
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一
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ぽ
り
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ｙ
一

肥
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ｈ
ｊ
．
χ
Ｉ
．
、

‐
４
Ｌ
吠
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ﾘ,1

福

り
県

。
・
・
’
、
ふ
。
一
り
、

県
、
広
島
県

雌
私
県
ド
パ
崎
県

福
島

岫
．
ト

呼
県県

山
ｉ
＊
以
、
に
八
野

、
静
閻
県
、
は

に
収
啼
県

艮

県

高
に
川
県
、
し
八
崎
県
、

八
卜
ｒ
)
県
腎
ぶ
）

展
示
に
ご
協
力
頂
い
た
メ
ー
カ
ー

エ
４
ヒ
フ
、
昧
式
余
り
呼

／
Ｉ
ク
ー
食
晶
昧
式
Ｖ
　
-
１
７
Ｚ
-
　
'
＾

商
品
提
供
に
ご
協
力
頂
い
た
メ
ー
カ
ー

　

ノ
川
化
ず
朗
竃
叫
４
　

４
ン
キ
’
－
リ
。
昧
人
ぺ
。
’
一
‐
味

ご
寄
付

北
海
遊
侈
映
片
協
議
よ

　
　

勁

　

長

　

ｅ

　

浦

□

呻
呼

‐
皆
呼
に
心
Ｌ
り
感
謝
申
し
Ｉ
げ
ｔ
ｊ

６



活勣方針を説明する

　　

掛札聖副会長

両
輿
計
監
‘
ぼ
報
告
が
ぶ
り
、
３
件

括
で
拍
Ｆ
か
・
も
‥
で
承
認
さ
れ
、
休

憩
に
八
り
ｔ
し
た

　

続
い
て
ｔ
成
1
6
'
―
―
ｃ
＾
"
活
納
り
針
（
案
）

が
掛
吐
副
会
災
（
釧
路
）
か
ら
ぺ

大会スローガンを読み

上げる水島柘運筥委員

貼
成
1
6
年
度
ｒ
算
（
案
）
か
。
．
Ｌ
Ｖ
ｉ
.

携
岫
次
長
Ｌ
り
提
案
き
れ
、
多
１
　
う

質
疑
応
政
‥
力
山
ら
拍
Ｌ
か
も
士
～
ち

認
さ
れ
ま
し
た

　

ス
ロ
ー
カ
｡
　
ｓ
は
水
島
運
仰
む
‥
リ
宇

平成口年.度総会開催地
旭川会長青柳正一氏

蘭
’
）
バ
鮒
ご
ゾ
。
‥
け
。
に
‥
‥
吽
幹
嘔
（
札
幌
）

か
原
案
か
朗
読
Ｉ
七
提
案
、
拍
ト
て

採
川
い
ｙ
、
‐
れ
、
議
長
団
山
解
任
力
挨
拶

‐
－

　

―

力
あ
ぶ
り

ｔ
し
た

ｊ
ぺ
て
の
議
乍
か
終
．
ｊ
し

　

ぐ
に
成
1
7
印
度
道
町
協
総
会
か
咀
川

で
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
胆
川
腎
μ
入

ヘ
ヤ
‐
聊
に
し

　

余
長
（
遺
賢
協
副
会
長
）

Ｌ
り
挨
拶
か
ふ
り
、
山
‐
副
余
長
（
片

牧
）
ふ
閉
会
力
挨
拶
で
無
乍
終
．
ｊ

閉会の挨拶をする

　

山口信子副会畏

医療講演の
工藤靖夫先生

し
支
し
た

　

～
破
Ｌ
り
記
念
医
療
講
演
「
透
析

恐
々
ヤ
心
臓
の
は
々
し
」
～
Ｌ
り
七

い
生
活
を
送
る
た
め
に
～
レ
ー
題
し
て

医
療
ぶ
た
、
旺
団
北
海
道
心
愛
勁
南
。

条
病
院
院
長
Ｌ
藤
靖
几
先
乍
を
講
師

に
1
0
1
わ
れ
主
し
た

　

講
演
内
容
は
機
関
紙
ご
一
う
し
ん
。

4
＞
ｉ
ｆ
ｆ
Ｆ
｡

ｇ

メーカーさんから説明を受ける

前日の懇親会

次
‥
リ
に
掲
繊
ｒ
定
で
す

　

曲
‐
節
‐
）
は
同
ホ
テ
ル
に
於

い
て
午
後
５
時
Ｌ
り
総
会
に
向
け
て

の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
か
一
間
催
し
、
打
ら

介
わ
廿
・
を
行
い
ま
し
た

　

そ
の
後
、
午
後
７
時
Ｌ
り
札
帆
腎

交
会
力
協
心
に
Ｌ
り
・
訓
名
山
出
席
に

Ｌ
り
、
懇
親
会
が
お
’
一
々
わ
れ
力
り

オ
ケ
な
ピ
で
楽
し
い
ひ
し
一
し
一
キ
一
４
　
一
過

二
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

（
報
告

　

渾
内
）
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平
成
1
6
年
４
月
1
0
日
・
1
1
日
の

両
日
、
札
幌
の
ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン

に
於
い
て
、
第
5
6
回
制
全
腎
協
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
３
名
を
含
め
3
6
名
の
出
席
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

橋
本
運
営
委
員
（
釧
路
）
の
開

会
の
あ
い
さ
っ
に
始
ま
り
、
諸
先
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り

輩
の
冥
福
を
祈
り
黙
祷
を
行
な
い

　
　

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

川
村
会
長
の
あ
い
さ
つ
は
、
「
今

回
３
月
の
マ
ル
障
見
直
し
に
対
す

る
道
議
会
請
願
は
皆
さ
ん
の
協
力

で
3
1
名
の
紹
介
議
員
で
請
願
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
見
直
し

に
っ
い
て
は
、
６
‥
り
の
道
議
会
に

向
け
て
再
度
請
願
署
名
を
お
願
い

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
」
「
国

会
請
願
署
名
も
５
５
、
０
０
０
名

に
達
成
し
昨
年
よ
り
も
１
０
、
０

０
０
名
以
上
も
増
え
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
」
と
い
う
事
で
し
た
。

　

続
い
て
、
全
腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ

ク
担
当
佐
藤
利
國
理
事
が
全
腎
協

１

江北

　

地
域
腎
友
会
組
織
活
動
報
告

　
　
　

別

Ｏ
１
月
2
5
日
幹
事
会
を
開
催
し

　

て
マ
ル
障
見
直
し
対
応
に
つ

　
　

稚

　

い
て
話
し
合
う
。

　
　
　
　
　
　
　

・

○
マ
ル
障
見
直
し
の
件
に
っ
い

　
　

留

　

て
道
議
会
議
員
及
び
江
別
市

　
　
　

・

　

長
に
要
望
弁
提
出
。

○
平
成
1
6
年
度
福
祉
内
容
に
つ

　
　

夕

　

い
て
江
別
市
と
協
議
。

　
　
　
　
　

・

○
更
生
医
療
指
定
に
つ
い
て
渓

　

和
会
江
別
病
院
と
協
議
中
。

　
　

・

　
　
　

見

○
マ
ル
障
見
直
し
に
っ
い
て
北

　
　
　

・

　

見
市
へ
要
望
書
提
出
。

理
事
会
出
席
の
た
め
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　

苫

　

小

　

牧

　
　
　

を
預
か
り
橋
本
運
営
委
員
が
代
読

四
一

　

さ
せ
て
噴
き
ま
し
た
。
議
長
に
人

Ｊ
　
　
　
　
　
Ｋ
運
営
委
員
（
ト
勝
）
を
選
出
し

根

ｌ
。
俐
．
ｙ
．

　

及
び
新
年
会
開
催
。

○
市
で
は
道
の
医
療
制
度
の
見

　

直
し
を
受
け
医
療
助
成
制
度

　

の
給
付
内
容
の
見
直
し
が
検

　

討
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

内

０
１
月
新
年
会
。

　
　
　

萌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

Ｏ
＾
ル
障
の
見
直
し
反
対
道
議

　

　８

　

会
請
願
署
名
の
取
り
組
み
。

　
　
　

張

○
マ
ル
障
見
直
し
反
対
道
議
会

　

請
願
署
名
提
出
。

○
知
事
、
市
長
宛
マ
ル
障
見
直

　

し
反
対
の
要
望
書
提
出
。

○
役
員
の
な
り
て
が
い
な
く
苦

　

慮
し
て
い
る
。

　
　
　

室

○
マ
ル
障
見
直
し
要
望
μ
、
知

　
　
　

○
新
彫
度
総
会
。

　

事
、
道
議
会
各
会
派
へ
発
送
。

　

伊

　
　
　

達

○
第
3
0
回
定
期
総
会
記
念
式
典

○
患
者
も
高
齢
に
な
り
役
員
の



静十

　　

滝釧

　

な
り
て
が
い
な
い
。

○
マ
ル
障
１
１
１
？
直
し
反
対
道
議
会

　

請
願
署
名
の
取
り
組
み
、

○
西
胆
振
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ

　

ク
７
月
１
日
開
院
予
定
。

　
　
　

内

○
マ
ル
障
‥
‥
｀
直
し
反
対
要
望
書
、

　

知
事
、
静
内
町
、
新
冠
町
へ

　

提
出
。

○
若
い
患
者
が
会
員
に
な
ら
な

χ

　

〃

しい
な

又
、
役
員
の
な
り
て
が

　
　

旭

Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｖ

○
難
病
連
静
内
支
部
閉
鎖
。

　
　
　

－

○
ポ
ー
リ
ン
グ
大
会
3
0
名
参
加
。

　
　
　

勝

○
マ
ル
障
見
直
し
反
対
要
望
書
、

　

道
・
市
町
村
へ
提
出
。

○
会
員
拡
大
の
為
パ
ン
フ
レ
ッ

　

ト
作
成
。

○
道
知
事
へ
の
ハ
ガ
キ
行
動
の

　

取
り
組
み
。

　
　
　

路

○
マ
ル
障
見
直
し
反
対
の
知
事
、

　

道
議
会
議
長
へ
の
要
望
書
、

　

及
び
抗
議
。

道

　

ハ
ガ
キ
送
付
、
同
じ
く
道
雄

　
　
　
　

へ
の
要
望
ハ
ガ
キ
で
提
出
。

　

会
請
願
署
名
活
動
。

　
　
　
　
　
　

○
マ
ル
障
見
直
し
反
対
、
函
館

○
釧
路
管
内
及
び
根
室
市
を
除

　
　
　
　

市
長
宛
文
書
に
て
要
望
書
提

　

く
町
村
長
へ
要
望
書
提
出
。

　
　
　
　

出
。

○
釧
路
選
出
道
議
６
名
、
根
室

　
　

○
函
館
市
市
民
助
成
課
と
マ
ル

　

選
出
道
議
１
名
に
要
望
書
提

　
　
　
　

障
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
。

　

出
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小

　
　
　

樽

○
更
生
医
療
指
定
は
釧
路
地
区

　
　

○
マ
ル
障
見
直
し
反
対
の
道
雄

　
　

（
根
室
市
は
除
く
）
1
3
施
設

　
　
　
　

会
請
願
の
紹
介
議
員
の
依
頼

　

の
う
ち
４
施
設
の
み
が
指
定
。

　
　
　

に
廻
る
。

　
　
　

川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
マ
ル
障
見
直
し
反
対
、
１
市
・

○
マ
ル
障
見
直
し
陳
情
書
、
市

　
　
　
　

1
9
町
村
へ
要
望
書
提
出
。

　

議
会
議
長
に
提
出
。
議
会
で

　
　
　

○
小
樽
市
防
災
課
に
「
防
災
計

　

審
議
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

画
の
中
に
透
析
治
療
確
保
の

○
マ
ル
障
見
直
し
反
対
、
知
事

　
　
　
　

項
目
を
加
え
る
様
に
、
依
頼

　

へ
の
ハ
ガ
キ
要
望
書
提
出
。

　
　
　
　

書
提
出
。

○
マ
ル
障
見
直
し
反
対
、
近
隣

　
　

○
厚
労
省
へ
の
ハ
ガ
キ
行
動
。

　

９
町
（
上
川
、
愛
別
、
比
布
、

　

浦

　
　
　

河

　

和
寒
、
鷹
栖
、
当
麻
、
束
神

　
　

○
マ
ル
障
見
直
し
反
対
で
地
元

　

楽
、
東
川
、
美
瑛
）
に
要
望

　
　
　
　

選
出
道
議
に
陳
情
。

　

書
提
出
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
マ
ル
障
見
直
し
反
対
、
浦
河

○
患
者
会
未
組
織
施
設
へ
の
会

　
　
　
　

町
議
会
議
長
と
口
頭
に
て
相

　

員
勧
誘
行
動
「
ど
う
じ
ん
Ｐ

　
　
　

談
。
必
要
あ
れ
ば
陳
情
書
を

　

Ｒ
版
」
「
旭
腎
報
」
の
配
布
。

　
　
　

出
し
、
道
側
へ
要
望
す
る
と

　
　
　

南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
約
束
を
と
る
。

○
マ
ル
障
見
直
し
反
対
、
知
事

オ
ホ
ー
ツ
ク

　

○
マ
ル
障
見
直
し
反
対
道
議
会

　
　

請
願
署
名
の
取
り
組
み
。

　

○
病
院
改
築
に
伴
う
要
望
事
項

　
　

及
び
透
析
忠
者
に
関
す
る
事

　
　

項
を
透
析
病
院
と
の
懇
談
会

　
　

開
催
。

　

○
透
析
患
者
は
増
え
て
い
る
が

　
　

新
会
員
加
人
が
な
か
な
か
増

　
　

え
な
い
。

９



岩

　

見

　

沢

　

○
マ
ル
障
見
直
し
反
対
の
件
に

　
　

対
し
会
報
の
号
外
版
を
出
し

　
　

収
り
組
ん
で
い
る
。

　

０
岩
見
沢
市
内
２
ケ
所
の
透
析

　
　

施
設
が
透
析
治
療
を
中
止
す

　
　

る
と
の
事
。
１
ヶ
所
の
施
設

　
　

に
集
中
し
病
院
側
、
腎
友
会

　
　

も
戸
惑
い
も
あ
る
が
会
員
も

　
　

増
え
て
い
る
。
た
だ
役
員
が

　
　

ｆ
足
し
て
い
る
、

札

　
　
　

幌

　

○
マ
ル
障
３
？
直
し
反
対
、
知
事
、

　
　

札
幌
市
長
へ
要
望
書
提
出
。

　

○
マ
ル
障
ｌ
直
し
反
対
、
会
八

室

　

ト
室
蘭
が
本
恪
的
に
介
護
保

　
　
　
　

衿
ト
の
質
疑
の
後
悒
て
承
認

　

険
訪
問
介
護
ｔ
″
業
開
始
。
事

　
　
　

さ
れ
ま
し
た
。

　

務
員
１
名
、
ヘ
ル
パ
ー
Ｈ
名
ｔ
ｏ

　

道
と
の
意
見
交
換
会
報
告

○
マ
ル
障
Ｚ
ｉ
？
直
し
反
対
、
知
嘔
、

　
　
　
　

（
資
料
。
ど
う
じ
ん
‘
第
9
7

　

室
蘭
市
に
要
望
書
提
出
、

　
　
　
　
　

号
参
照
）

○
室
蘭
市
が
全
補
助
金
芝
給
団

　

剛

　

マ
ル
障
制
度
見
直
し
の
反
対

　
　

体
に
対
し
1
0
‰
カ
ッ
ト
施
行
。

※
今
回
は
マ
ル
障
見
直
し
に
関
し

　

て
、
全
道
の
各
地
域
患
者
会
で

　

は
行
政
へ
の
取
り
組
み
が
活
発

　

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

閉

　

第
2
3
回
全
腎
協
総
会
報
告

即

　

第
3
3
次
国
会
臍
願
報
告

㈲

　

平
成
1
5
年
度
第
３
回
運
営
会

　

議
報
告

　

へ
の
ハ
ガ
キ
運
勁
呼
び
か
け
ｉ
ｎ

　

第
Ｃ
Ｍ
回
道
腎
協
定
期
総
会
議

○
札
幌
選
出
議
員
へ
の
道
議
会

　
　

案
に
つ
い
て

　

請
願
紹
介
議
員
の
依
頼
。

○
近
郊
市
町
村
へ
の
要
望
書
搬

Ｉ
Ｉ
Ｏ

―‘
―

（
８
市
町
村
）

○
札
幌
市
で
は
「
透
析
患
者
の

　

立
場
に
配
慮
し
た
も
の
に
し

　

て
い
き
た
い
考
え
で
あ
る
」

　

と
い
う
事
を
確
認
。

　
　
　

蘭

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
サ
ポ
ー

１

　

平
成
1
5
年
度
活
動
報
告

，91

1φ〃.

・３」６り＆に↓
四

ｊ・

　

平
成
1
5
年
度
決
算
報
嗇

　

平
成
1
5
年
度
会
計
監
査
報
告

　

多
少
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
1
6
年
度
活
動
方
針
（
案
）

　

平
成
1
6
年
度
や
算
（
案
）

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
（
案
）

　

総
会
宣
言
（
案
）

　

活
動
報
告
に
つ
い
て

図

　

更
生
医
療
制
度
に
つ
い
て

剛

　

そ
の
他

　

Ｏ
第
2
7
回
遊
腎
協
定
期
総
会
札

　
　

幌
人
会

　

○
北
海
道
難
病
連
全
道
集
会
小

　
　

樽
大
会

　
　
　

Ｊ
ｔ
成
1
6
年
８
川
７
‐
出
・

　
　

８
日
叫
小
樽
巾
で
開
催
さ

　
　

れ
ま
す
。

　
　
　

腎
臓
部
会
と
し
て
医
療
講

　
　

演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

０
平
成
1
7
年
度
第
2
8
回
道
腎
協

　
　

定
期
総
会

　
　
　

旭
川
市
に
決
定
し
ま
し
た
。

※
１
日
【
、
急
濾
自
山
時
間
を
設

　

け
、
自
１
１
‥
Ｌ
】
紹
介
や
各
地
域
腎
友

　

会
の
透
析
時
問
等
の
問
題
点
を

　

討
論
し
ま
し
た
。

　
　

山
口
副
会
長
の
閉
会
の
あ
い

　

さ
つ
で
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
報
告

　

潭
内
）

10



柳

　

沼

　

正

　

本
年
３
月
2
5
日
、
北
海
道
腎

臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
代
表
と

し
て
小
平
氏
（
旭
川
）
、
柳
沼
（
札

幌
）
、
自
費
参
加
の
伊
林
氏
（
旭

川
）
と
佐
藤
利
國
全
腎
協
理
事

と
で
衆
議
院
第
１
・
第
２
議
員

会
館
及
び
参
議
院
議
員
会
館
を

訪
れ
北
海
道
の
皆
様
の
署
名
５

５
、
１
３
３
名
を
７
個
に
分
け

て
、
国
会
議
員
に
渡
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

請
願
日
当
日
は
、
薄
曇
り
の

ほ
ど
よ
い
天
気
で
、
気
持
ち
よ

く
ホ
テ
ル
を
出
て
官
庁
街
を
ぬ

け
皇
居
の
中
道
の
桜
を
遠
目
に

し
て
行
き
、
国
会
議
事
堂
を
目

の
前
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

国
会
議
事
堂
に
隣
接
し
て
衆

議
院
会
館
の
第
１
と
第
２
が
並

び
参
議
院
会
館
が
そ
の
横
に
並

ん
で
建
っ
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
か
ら
患
者
会
代
表
、
総
勢

一

（
札
幌
腎
友
会
）

１
９
０
名
が
国
会
請
願
集
会
に
集

結
、
油
井
全
腎
協
会
長
が
今
回
の
請

願
の
趣
旨
と
意
気
込
み
を
述
べ
た

後
、
来
賓
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
会
議
員
1
8
名
、
秘
書
6
1
名
の

方
々
が
次
々
と
駆
け
つ
け
、
そ
の

中
で
北
海
道
の
衆
議
院
議
員
・
佐
々

木
英
典
先
生
と
同
・
石
崎
岳
先
生

に
ご
出
席
と
ご
協
力
の
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。

　

又
、
衆
議
院
議
員
・
一
二
井
わ
き

お
先
生
の
秘
書
、
南
長
様
に
も
集

会
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

午
後
１
時
よ
り
各
議
員
事
務
所

を
尋
ね
、
衆
・
参
両
院
へ
の
紹
介

議
員
を
要
請
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
各
会
館
（
ロ
ビ
ー
）
ご

と
に
受
付
を
し
て
、
各
国
会
議
員

ご
と
に
こ
ち
ら
側
か
ら
時
間
を
指

定
し
て
申
し
込
み
ま
す
。
受
付
で

は
直
ぐ
に
面
会
の
確
認
を
し
て
頂

き
、
直
接
各
議
員
事
務
所
で
の
而

会
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
佐
々
木
英
典
先
生

に
直
接
お
会
い
出
来
ま
し
た
。
又
、

　
　
　
。
。
井
わ
き
お
先
生
に
は
秘
書
に
対

応
し
て
頂
き
、
い
ず
れ
も
2
0
分
樫

の
話
し
合
い
で
請
願
項
目
（
７
項

目
）
と
院
へ
の
紹
介
の
お
願
い
は

元
よ
り
、
糖
尿
病
予
防
の
為
の
学

校
教
育
体
制
づ
く
り
、
透
析
患
者

の
介
護
や
送
迎
問
題
、
献
腎
移
植

の
現
状
、
地
方
で
の
医
師
不
足
や

　

φ
式

一

?1

・呵゛

Ｊ

(左から小平氏、佐藤氏､佐々木議員､伊林氏､柳沼氏)

病
院
の
老
朽
化
等
、
ま
た
、
北

海
道
の
重
度
心
身
障
害
者
医
療

助
成
制
度
の
見
直
し
が
、
他
府

県
に
な
い
突
出
し
た
白
け
」
負
担

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
お
話
致

し
ま
し
た
。

　

又
、
石
崎
岳
先
生
に
は
事
務

所
人
‐
で
の
ご
挨
拶
の
み
に
な

り
、
そ
の
他
の
衆
議
院
議
員
２

名
と
参
議
院
議
員
２
名
に
は
秘

占
を
通
じ
、
請
願
書
（
署
名
）

を
渡
し
て
い
た
だ
け
る
様
お
願

い
致
し
ま
し
た
。

　

私
は
今
回
の
国
会
諦
願
に
初

め
て
参
加
し
た
が
、
道
議
会
で

の
請
願
で
も
経
験
を
し
ま
し
た

が
、
１
日
で
議
員
さ
ん
に
而
会

出
来
る
の
は
２
～
３
人
で
、
何

度
も
通
わ
な
け
れ
ば
本
人
に
は

な
か
な
か
面
会
は
出
来
な
い
の

が
普
通
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
と
も
長
年
に
わ

た
り
国
会
な
ど
で
お
願
い
し
て

い
く
訳
で
す
か
ら
、
普
段
か
ら
の

地
元
で
の
面
識
を
大
切
に
し
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
、

強
く
感
じ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ

し
て
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。
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「
組
織
率
の
上
乗
せ
」

道
腎
協
運
営
委
員
大

　

渾

　

則

　

夫
（
十
勝
）

t・・
j'・”

　

私
は
、
十
勝
腎
友
会
の
会
長

を
引
受
け
て
３
年
目
に
な
り
、

と
同
時
に
、
道
腎
協
の
運
営
委

員
に
な
り
何
も
分
か
ら
な
い
ま

　

ま
に
、
自
分
な
り
に
一
生
懸
命

　

や
っ
て
き
た
っ
も
り
な
の
で
す

　

が
、
患
者
さ
ん
に
は
、
な
か
な

　

か
分
か
っ
て
も
ら
え
ず
困
り
果

　

て
て
い
る
次
第
で
す
。
透
析
患

　

者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
一
段

　

と
厳
し
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
こ
の
状
況
を
、
患
者
さ
ん
一

人
一
人
が
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
が
、
分
か
っ
て

も
ら
え
な
い
の
が
現
実
で
す
。
役

員
が
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
も

ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
で
す
。
国

会
諦
願
活
動
の
ペ
ー
ジ
を
コ
ピ
ー

し
、
自
分
の
通
院
し
て
い
る
患
者

全
員
に
渡
し
た
と
こ
ろ
、
か
な
り

考
え
て
い
た
み
た
い
で
す
。
腎
友

会
を
強
固
な
組
織
に
す
る
た
め
に

も
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
国
会
請

願
こ
そ
が
透
析
患
者
の
生
命
線
で

あ
る
こ
と
、
赤
い
糸
の
つ
な
が
り

で
あ
る
の
だ
と
患
者
一
人
一
人
が
、

も
う
一
度
考
え
今
の
自
分
に
何
が

出
来
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
ほ
し
い
。
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
給
付
制
度
に
自
己
負

担
を
導
入
、
こ
れ
は
我
々
透
析

患
者
に
と
っ
て
は
大
変
な
事
な

の
で
す
。
会
の
活
動
等
に
対
し

て
意
識
の
格
差
が
ま
す
ま
す
日

立
つ
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
会
活
動
の
上
に
も

大
変
な
事
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
「
今
の
と
こ
ろ
１
日
お
き
に

病
院
に
行
き
、
透
析
し
て
い
て

調
子
も
良
い
し
、
腎
友
会
等
は

自
分
に
と
っ
て
必
要
で
は
な
い
」

と
い
う
患
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

透
析
を
始
め
た
ら
ま
ず
は
地
方

腎
友
会
に
入
会
し
、
会
の
活
動

等
に
意
識
を
持
ち
共
に
力
を
合

わ
せ
頑
張
っ
て
行
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
一
人
　
　
人
の
力

が
大
き
な
力
に
な
る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
目
分
な
り
に
頑
張
っ

て
行
く
つ
も
り
で
す
。
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

C
Ｈ
Ｚ
Ｈ
Ｘ
Ｈ
Ｘ
Ｈ
Ｔ
Ｈ
Ｘ
Ｈ
Ｘ
Ｈ
Ｚ
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｉ

北
海
道
難
病
米
道
集
ｍ

託
’
瀬
認
腿
態
訪

･
≪Ｘ

Ｍ

Ｘ

Ｍ

Ｘ

Ｍ

Ｘ

Ｈ

Ｘ
"
？
Ｘ
Ｖ
.

ａ
ｒ
i
a
ｒ
ｐ
.
'
Ｓ
’
.
^

日

　

時

　

８
月
７
日
出
・
８
日
間

場

　

所

　

小
樽
市
民
セ
ン
タ
ー

　

腎
臓
部
会
で
は
、
小
樽

　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

で
８
月
８
日
に
医
療
講

　

演
を
行
な
い
ま
す
。

小講
？師
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　

ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
河
口
道
夫
先
生

　　　

演

点社一

か会透題
.

　

･j

　

■-析
医
療
に
お
け
る

的
要
因
－
あ
る
視

ら
Ｉ
」

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

尚
、
申
込
に
つ
い
て
は
、

難
病
連
の
機
関
紙
。
な
ん

れ
ん
‘
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
難
病
連
に
直
接

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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非
一

一

-

う Ilt･
Li-'
－

-

－

～

　しし1測ﾉ
-

一
一

１
４９

-

-

－

-

-

一
一

秦
-

-・

/9ﾔ一
一

一
一

１１

八
苫

小

牧
Ｗ

　

第
3
0
回
定
期
総
会
開
催

　

２
月
１
‐
間
第
3
0
川
定
期
総
会

が
ゲ
ー
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ド
．
Ｌ

に
於
い
て
、
来
賓
に
遺
賢
協
会
妊

川
村
隆
志
氏
及
び
片
小
牧
巾
議
会

議
は
・
顧
問
の
占
田
正
義
氏
を
お

迎
え
し
て
、
会
ほ
及
び
家
族
8
9
″
１
‥

の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
定

刻
事
務
局
か
ら
開
会
の
挨
拶
が
な

さ
れ
、
定
足
数
に
照
ら
し
、
出
席

者
が
過
ず
数
を
超
え
た
の
で
、
本

‐
の
定
期
総
会
は
成
政
す
る
旨
報

告
さ
れ
た
。

　

次
に
昨
年
逝
去
さ
れ
た
会
八
の

皆
様
に
黙
祷
を
捧
げ
ご
冥
福
を
祈

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
総
会
次
第
に
ｔ
り
、
会

長
の
挨
拶
、
ｋ
賓
の
挨
拶
、
祝
電

メ
ッ
七
－
ジ
の
披
露
と
続
き
、
議

長
の
選
出
で
す
。
事
務
Ｑ
．
任
で

山
‐
会
長
が
、
小
向
利
雄
氏
（
Ｅ

ｆ
病
院
）
を
指
々
り
し
議
案
の
審
議

に
入
っ
た
。

　

第
１
‥
リ
議
案
の
事
業
報
告
、
第

２
り
議
ｔ
の
決
算
報
告
と
続
き
、

藤
原
美
智
．
Ｌ
氏
（
‐
翔
病
院
）
の

監
査
報
告
の
後
、
質
疑
を
議
場
に

諮
っ
た
と
I
　
I
ろ
、
へ
Ｌ
八
賢
議
な
く

原
案
通
り
承
認
吋
決
さ
れ
た
。

　

第
３
号
議
案
の
収
業
計
画
、
第

４
‥
リ
議
案
の
予
算
（
案
）
が
説
明

さ
れ
、
同
じ
く
議
場
に
諮
っ
。
た
と

こ
ろ
、
令
口
異
議
な
く
原
案
通
り

承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

第
５
‥
ぴ
議
案
そ
の
他
で
事
務
岫

か
ら
役
員
改
選
の
報
告
が
あ
り
、

任
期
残
り
の
１
午
を
現
体
制
で
進

め
る
事
で
ｒ
承
を
得
ま
し
た
。
こ

こ
で
議
長
が
退
任
さ
れ
、
永
年
透

析
会
員
の
記
念
品
贈
‥
Ｅ
と
な
り
ま

し
た
。
3
0
年
表
彰
、
2
5
年
、
2
0
年
、

1
5
年
と
2
1
名
の
該
肖
者
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
自
ｄ
管
理
と
真
摯
な

八
小

樽

ソ

　

ぞ
成
1
6
年
度
小
樽
後
志
地
方
腎
友

会
総
会
開
催
に
つ
い
て

　

４
月
2
5
‐
間
午
前
1
0
時
か
ら
小

樽
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
平
成
1
6
年
度
・
第
2
3
川
小
樽
後

志
地
万
腎
友
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
吽

年
Ｉ
Ｆ

間
に
亡

く
な
ら
れ
た
会
員
の
方
々
に
黙
祷

』川jl目目卜TII･‥‥‥‥‥ふ
･み

．

　

，

生
活
態
度
は
、
我
々
透
析
患
者
の

　
　

４
　

模
範
と
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

　

、
い

一
几
気
な
会
ほ
が
お
ら
れ
る
こ
と
は

　
　

」

励
み
に
も
な
っ
て
鳶
ば
し
い
限
り

　
　

」

で
す
、
以
Ｌ
で
定
期
総
会
は
滞
り

　
　

ヤ

な
く
終
ｒ
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
報
告

　

河
内

　

英
樹
）

　

jIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII卜白しli川|い川||||目.印川川卜;･･

I回目・|目目|出目目出目|‖目i目目‐川|

　　　　　　　

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＿il

y

，
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を
捧
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
長
代
行
に
よ
る
会

長
挨
拶
、
道
腎
協
堀
井
副
会
長
に

よ
る
来
賓
挨
拶
と
続
き
、
議
長
を

選
出
し
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

平
成
1
5
年
度
活
勁
総
括
、
活
動

報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、

平
成
1
6
年
度
活
動
方
針
（
案
）
、
事

業
計
画
（
案
）
、
予
算
（
案
）
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
を
終
え
て
、
報

告
事
項
、
協
議
事
項
は
無
事
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

次
の
協
議
事
項
の
「
役
員
選
出
」

は
、
あ
ら
か
じ
め
各
病
院
選
出
の

役
員
候
補
が
承
認
さ
れ
て
、
北
新

会
長
ほ
か
2
6
名
が
新
役
員
に
決
定

し
ま
し
た
。

　

Ｈ
時
、
議
事
が
す
べ
て
終
了
し
、

総
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
道
腎
協
堀
井
副

会
長
に
よ
り
爾
重
度
心
身
障
害
者

医
療
助
成
見
直
し
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
透
析
者
の
医

療
費
の
仕
組
み
か
ら
始
ま
り
、
今

回
の
医
療
費
の
見
直
し
に
関
す
る

問
題
点
等
を
詳
し
く
説
明
し
て
い

た
だ
き
、
ま
た
質
疑
応
答
で
は
多

数
の
質
問
が
出
て
、
充
実
し
た
説

明
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

昼
食
後
1
2
時
3
0
分
よ
り
宮
の
沢

泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
小

林
真
也
先
生
に
よ
る
「
透
析
患
者

の
骨
・
関
節
の
合
併
症
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
医
療
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

リ
ン
と
骨
と
の
関
係
な
ど
を
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
質
問

や
意
見
に
も
丁
寧
に
お
答
え
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
出
席
者
全
員
で
記
念
写

貞
を
撮
影
し
、
「
ま
た
、
元
気
で
お

会
い
し
ま
し
よ
う
」
と
挨
拶
し
、

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

（
報
告

　

須
貝

　

恵
美
子
）

　

〈
室

　
　
　

蘭
〉

介
護
ヘ
ル
パ
－
取
得
に
挑
戦

目
標
を
も
っ
て
前
向
き
に
生
き

　

る
事
が
大
切

　

平
成
７
年
に
透
析
医
療
の
お
世

話
に
な
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
当

初
は
透
析
治
療
を
受
け
な
が
ら
、

タ
ク
シ
ー
乗
務
の
仕
事
を
続
け
て

い
ま
し
た
が
、
疲
れ
な
ど
か
ら
体

調
不
良
な
ど
が
続
き
、
仕
事
を
退

職
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
年
ほ
ど
た
っ
た
頃

に
腎
友
会
の
佐
藤
利
國
会
長
か
ら

透
析
患
者
の
病
院
へ
の
送
迎
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
な
い
か
、

と
言
う
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
自
身
も
障
害
者
と
な
り
、

家
族
や
回
り
の
人
達
か
ら
支
え
て

も
ら
い
な
が
ら
、
ま
た
社
会
か
ら

も
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
生
か
さ
れ

て
い
る
事
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
何
か
恩
返
し
を
さ
せ
て
頂

佐々木さん

き
た
い
と
思
い
佐
藤
会
長
か
ら
の

お
話
し
を
受
け
る
事
に
い
た
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
佐
藤
会
長
か
ら
介
護

ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
取
っ
て
本
格

的
に
や
っ
て
み
な
い
か
と
云
わ
れ
、

学
校
に
行
く
事
に
し
ま
し
た
。
月
、

水
、
金
、
は
透
析
の
た
め
午
前
中

の
講
義
を
受
け
、
火
、
木
、
土
に

重
点
的
に
講
義
を
受
け
る
よ
う
に

し
て
、
講
義
教
科
5
8
時
間
、
実
技

教
科
4
2
時
間
、
実
習
教
科
3
0
時
間

の
単
位
を
取
得
す
る
事
が
出
来
、

　

1
4

介
護
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
資
格
を
取

得
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
利
用
者
の
方
の
乗
降

介
助
や
身
体
介
護
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

利
用
者
か
ら
有
り
難
う
の
言
葉

　

が
励
み
に
な
る

　

そ
の
際
に
利
用
者
の
方
か
ら
の

　

『
あ
り
が
と
う
』
の
言
葉
が
、
と

て
も
励
み
に
な
り
私
自
身
が
皆
様

の
お
役
に
立
っ
て
い
る
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
介



護
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
の
自
覚
と
責

任
を
持
っ
て
活
動
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
達
、
障
害

者
は
病
気
と
い
う
名
に
甘
え
、
生

き
る
事
に
弱
気
に
な
っ
た
り
、
わ

が
ま
ま
に
な
っ
た
り
と
、
マ
イ
ナ

ス
思
考
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
何
か
目
標
を
持
っ
て
前

向
き
に
生
き
る
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
、

腎
友
会
を
通
し
て
皆
様
と
助
け
合

い
な
が
ら
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
報
告

　

佐
々
木

　

悟
）

　

〈
旭

　
　
　

川
〉

　

第
1
7
回
総
会
と
医
療
講
演
会

　

平
成
1
6
年
度
第
1
7
回
旭
川
地
方

腎
友
会
総
会
及
び
医
療
講
演
会
が

去
る
４
月
2
5
日
、
市
内
の
と
き
わ

市
民
ホ
ー
ル
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
曇
り
空
で
朝
か
ら
気
温

が
低
く
お
昼
頃
に
は
ミ
ソ
レ
が
降

る
と
い
う
あ
い
に
く
の
天
気
の
な

か
、
会
員
・
家
族
併
せ
て
8
4
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
で
衆
議
院
議
員
の
佐
々
木

先
生
と
市
議
会
議
員
の
安
口
先
生

を
ご
招
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
い

に
く
両
先
生
と
も
お
什
事
の
都
合

で
欠
席
さ
れ
、
代
わ
り
に
温
か
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
は
1
5
年
度
の
活
動
報
告
及

び
決
算
報
告
と
1
6
年
度
の
活
動
方

針
・
予
算
案
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
今
回
の
総
会
で
私
達
の
事

業
の
一
つ
で
あ
る
「
通
院
支
援
セ

ン
タ
ー
た
い
せ
つ
旭
川
」
の
決
算

報
告
も
さ
れ
。
こ
の
時
点
で
。
回
役

員
の
退
任
と
事
業
を
見
直
し
て
の

再
出
発
を
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

医
療
講
演
会
は
、
市
内
の
「
だ

て
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
」
伊
達
敏
行

先
生
に
よ
る
「
透
析
骨
症
の
最
近

の
話
題
―
一
一
次
性
副
甲
状
腺
機
能

完
進
症
の
新
し
い
治
療
法
－
」
と

題
し
て
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

内
容
は
Ｐ
Ｔ
Ｈ
ホ
ル
モ
ン
が
多
く

な
る
と
骨
に
ど
ん
な
影
響
が
で
る

の
か
、
そ
の
時
の
リ
ン
と
カ
ル
シ

ウ
ム
の
関
係
、
そ
し
て
今
注
目
の

’
Ｐ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
４
４
と
呼
ば
れ
る
二
次

性
副
甲
状
腺
機
能
充
進
症
の
治
療

法
を
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
分
か

り
や
す
く
説
明
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
演
の
中
で
「
リ
ン
は

高
く
て
も
低
く
て
も
同
じ
よ
う
に

死
亡
リ
ス
ク
が
高
い
」
と
い
う
こ

と
だ
そ
う
で
、
や
は
り
こ
こ
で
も

リ
ン
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
結
論
の
よ
う
で
す
。

１
時
間
あ
ま
り
の
講
演
で
皆
さ
ん

熱
心
に
聴
か
れ
大
変
勉
強
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
講
演
内
容

は
次
回
発
行
の
「
旭
腎
報
」
に
て

掲
載
予
定
で
す
。

　

近
年
総
会
と
講
演
会
の
参
加
者

が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
関
心
の

高
そ
う
な
講
演
を
す
る
こ
と
が
参

加
離
れ
を
防
ぐ
要
因
で
あ
る
こ
と

が
伺
わ
れ
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
報
告

　

事
務
局
）

　

〈
十

　
　
　

勝
〉

　

第
2
0
回
定
期
総
会

　

去
る
、
４
‥
ｕ
2
5
日
、
十
勝
ブ
ラ

ザ
ー
階
大
会
議
室
に
於
い
て
、
第

2
0
回
十
勝
地
方
腎
友
会
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
会
員
・
家
族
合
わ
せ

て
6
3
名
の
出
席
が
あ
り
、
定
刻
よ

り
少
々
遅
れ
て
の
開
会
と
な
り
ま

し
た
。
ま
ず
亡
く
な
ら
れ
た
多
く

の
仲
間
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
来
賓
の
道
議
会
議
員
、
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北
能
。
様
、
池
４
　
　
柳
。
様
、
小
野

寺
秀
様
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
、
道

腎
協
の
川
村
会
長
に
も
挨
拶
を
し

て
頃
き
ま
し
た
。

　

平
成
1
5
年
度
事
業
報
告
、
会
計

決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
、
次
い
で

平
成
1
6
年
度
の
事
業
案
と
活
動
の

方
針
案
な
ど
の
報
告
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
長
期
透
析
会
員
の
表

彰
に
移
り
、
1
5
年
６
名
、
2
0
年
５
名
、

2
5
年
２
名
、
3
0
年
１
名
の
万
々
に

　　

゛7111;7Zrl

□

　　

’,･;十植地方賢友●電鯛代●

記
念
品
と
人
き
な
拍
ｆ
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
2
0
周
年
記
念
行
事

で
あ
る
医
療
講
演
「
ブ
ラ
ッ
ド
ア

ク
セ
ス
の
合
併
症
」
に
っ
い
て
、

帯
広
徳
洲
会
病
院
の
外
科
部
長
、

有
山
先
生
に
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
2
0
周
年
の
記
念
の
年

で
も
あ
り
、
又
医
療
講
演
も
あ
る

と
い
う
事
か
ら
、
い
っ
も
の
年
よ

り
出
席
者
が
多
か
っ
た
様
に
お
も

い
ま
す
、
し
か
し
、
私
達
を
と
り

ま
く
現
状
は
年
々
非
常
に
厳
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
に
患
者
全
体

に
あ
ま
り
危
機
感
が
浸
透
し
て
い

な
い
様
に
お
も
い
ま
す
。

　

こ
の
ｍ
一
月
か
ら
は
自
己
負
担
も

か
か
る
様
に
な
り
、
我
々
の
置
か

れ
る
現
状
は
、
本
当
に
厳
し
い
も

の
に
な
り
ま
す
。

　

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
共
に
、

気
を
引
き
締
め
今
後
の
活
動
に
取

り
組
み
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

　
　
　

（
報
告

　

小
笠
原

　

和
枝
）

ご
般
投
稿

春
告
魚
（
ニ
シ
ン
）

　
　

留
萌
地
方
水
無
人
腎
友
会

　

佐

　

藤

　

了

　
　

一

　

お
正
月
を
い
ろ
ど
る
お
せ
ち
料

理
の
中
で
、
定
番
の
カ
ズ
ノ
コ
は
、

そ
の
5
0
％
が
留
萌
産
で
あ
る
。
原

料
の
ニ
シ
ン
は
、
今
や
北
米
産
が

中
心
で
、
ほ
ぼ
1
0
0
％
輸
人
物
だ
が
、

5
0
年
程
前
ま
で
留
萌
は
、
ニ
シ
ン

の
千
石
場
所
で
あ
っ
た
。
群
来
と

呼
ば
れ
る
、
そ
の
鮪
の
巨
人
な
群

れ
は
、
海
の
色
ま
で
も
変
え
る
程

の
量
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ

る
莫
人
な
富
と
権
益
は
、
魚
に
し

て
魚
に
非
と
さ
れ
、
緋
と
い
う
字

ま
で
が
あ
て
ら
れ
た
。
そ
れ
が
人

を
集
め
、
町
を
つ
く
り
、
雪
の
ま

だ
消
え
ぬ
北
の
人
地
に
賑
わ
い
の

存
を
呼
び
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ

の
テ
ン
ン
が
こ
こ
数
年
、
す
こ
し

づ
つ
帰
っ
て
き
た
。
し
か
も
今
年

は
富
漁
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
知
人

か
ら
の
お
す
そ
分
け
が
我
家
に
も

や
っ
て
き
た
。
み
っ
し
り
と
カ
ズ

ノ
コ
を
腹
に
抱
え
た
人
振
り
の
ニ

シ
ン
は
、
プ
チ
ブ
チ
と
し
た
音
と

歯
ざ
わ
り
を
楽
し
め
る
、
ま
さ
に

存
を
告
げ
る
旬
の
味
で
あ
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
頭
の
片
隅
に
、
た

ん
ぱ
く
値
と
リ
ン
の
こ
と
を
気
に

し
っ
つ
、
五
訂
食
品
成
分
表
を
見

開
き
な
が
ら
・
…
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平
成
1
6
年
５
月
2
3
日
剛
、
長
野

市
若
１
　
多
目
的
ス
ボ
ー
ツ
ア
リ
ー

十
（
ピ
ッ
ク
ハ
ッ
ト
）
に
於
い
て
、

全
腎
協
全
国
人
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

前
日
の
交
流
会
で
の
諏
訪
御
柱

祭
「
木
遣
り
唄
」
で
一
気
に
会
場

皆
さ
ん
の
気
を
引
き
締
め
、
人
会

の
朝
に
は
、
善
光
寺
を
参
拝
、
清

め
た
身
で
大
会
入
り
を
し
ま
し
た
。

　

９
時
開
会
の
宣
言
、
地
元
長
野

県
腎
協
新
村
代
表
よ
り
歓
迎
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
油
井
全
腎
協
会
長
よ
り
。

　

「
こ
の
人
会
が
今
‐
。
‐
盛
り
Ｌ

が
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
（
こ

こ
で
黙
祷
を
行
い
ま
し
た
。
）
診
療

報
酬
改
定
で
透
析
の
質
の
低
下
が

危
惧
さ
れ
る
会
活
動
を
　
　
　
度
振
り

返
っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

2
0
0
5
年
ま
で
に
全
腎
協
の
改

革
を
行
い
皆
様
に
示
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
」
と
、
問
題
提
起
と
大
会

に
対
し
て
の
力
強
い
激
励
と
歓
迎

道
腎
協
運
営
委
員

　
　

柳

　

沼

　

正
･.■cjtl^が

･

ｙＲﾌﾞ

j

　　

kで
にｌ

レ．べ...,てこ’乙

j

　

･j

　

りd･.
ﾂﾞｰ゛.μt,づ

一

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
患
者
の
声
」
、
３
名
の

患
者
よ
り
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
在
宅
血
液
透
析
を
実
施
し
て
」

と
題
し
て
、
苦
難
は
有
り
ま
し
た

在
宅
に
よ
る
長
時
間
透
析
の

ば
ら
し
い
効
果
の
実
感
、
逆
に

医
療
の
質
が
間
わ
れ
て
い
る

、
時
代
に
適
応
で
き
る
柔
軟

積
極
性
を
持
っ
て
、
腎
友
会

富
な
人
材
と
知
識
を
、
自
分

よ
り
良
い
透
析
ラ
イ
フ
に
生
か

し
て
ド
さ
い
と
の
こ
と
。

　

他
に
「
自
立
の
た
め
に
障
害
者

の
労
働
条
件
の
整
備
を
」
と
「
献

腎
移
植
の
普
及
を
期
待
し
て
」
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
障
害
者
と
い

え
ど
も
廿
え
は
許
さ
れ
な
い
、
し

か
し
安
心
し
て
生
き
て
い
け
る
社

会
制
度
に
な
る
よ
う
患
者
会
活
勁

も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
1
8
年
の
透

析
後
に
献
腎
移
植
を
受
け
ま
し
た
。

身
近
に
い
る
透
析
患
者
が
共
に
喜

び
を
分
か
ち
八
日
え
る
、
そ
ん
な
社

会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

と
の
訴
え
に
身
近
に
感
じ
た
事
が

多
く
、
人
き
な
拍
手
を
お
く
り
ま

し
た
。

　

次
に
、
来
賓
挨
拶
・
祝
電
披
露

が
行
わ
れ
、
栗
原
全
腎
協
副
会
長

よ
り
基
調
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

休
憩
後
、
記
念
講
演
が
「
が
ん

ば
ら
な
い
」
け
ど
「
あ
き
ら
め
な

い
」
を
諏
訪
中
央
病
院
鎌
田
先
生

よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

若
き
青
年
医
師
の
頃
、
あ
る
末

期
癌
患
者
に
「
が
ん
ば
ろ
う
ね
」

と
声
を
か
け
た
。
彼
女
の
目
か
ら

ボ
ロ
ボ
ロ
と
涙
が
落
ち
、
「
今
ま
で

精
い
っ
ぱ
い
病
気
と
闘
っ
て
き
ま

し
た
。
先
生
、
も
う
こ
れ
以
上
が

ん
ば
れ
ま
せ
ん
」
。
返
事
に
は
．
ｄ
葉

が
つ
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
時
に
は

頑
張
れ
な
い
自
分
や
、
頑
張
ら
な

い
自
分
を
認
め
て
あ
げ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
そ
う
で

す
。
透
析
忠
者
も
安
定
期
に
入
れ

ば
時
に
は
好
き
な
だ
け
食
べ
た
り

飲
ん
だ
り
し
た
く
な
る
。
で
も
「
あ

き
ら
め
な
い
」
で
丁
寧
に
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
、
そ
れ
が
人
生

だ
と
私
も
感
じ
ま
し
た
。

　

昼
食
・
休
憩
の
後
、
分
科
会
が

あ
り
「
ホ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
で
の
討

論
劇
」
コ
ー
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

透
析
者
に
関
し
て
の
色
々
な
場

面
を
寸
劇
で
再
現
し
、
そ
の
時
感

じ
た
こ
と
や
、
自
分
だ
っ
た
ら
こ

う
す
る
等
、
も
う
一
度
劇
を
再
現
、

途
中
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
て
、
そ
こ
の

台
詞
を
変
え
た
り
、
実
際
に
劇
に

参
加
し
て
自
由
に
喋
っ
て
い
た
だ

く
と
い
う
も
の
で
し
た
。
俳
優
気

分
で
真
剣
に
、
笑
い
も
出
て
現
実

の
場
面
に
遭
遇
し
た
か
の
よ
う
で

有
意
義
な
時
問
を
す
ご
せ
ま
し
た
。

　

今
回
の
全
腎
協
大
会
に
参
加
出

来
た
こ
と
に
感
謝
し
、
ご
報
告
と

致
し
ま
す
。
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『人を愛すること』

K≡|iN≪!)iN≪|i

伊藤清春(釧路)

　

皆さん、こんにちは。お身体の調子はどうですか？毎日元気でお過ごしでしょうか？

私はと言えば、先日鼻血が止まらず１週間徨入院しましたが、今は元気でぼちぼちなんと

かやっています。そして、なんと今年９月３日で透析歴が、満20年になります。さらに５

月11日で満42歳になりました。後厄です。宜しく。えっ、何が宜しくなの？かはよく解り

ませんが、ぷろふぃーるはこれくらいにしておきます。

　

さて、『愛するということ』とは、なんぞや？どう言うことなんや？ちょっと調べてみま

した。広辞苑によれば、心がひきつけられ慕う。いつくしみ、かわいがる。大切に思う。

好き好む。と書いてありました。他の辞書には、前記の他、許す、与えるとも載っていま

した。では、ここからは私の中の観点で述べていきたいと思います。ここでいう人を愛す

るという事は、決してエロチシズム的な愛するではなく、人の人格を尊重する、かわいが

る、労わる、癒すという意味の愛するということです。対象は物ではなく人です。それは、

家族、子供、兄弟、姉妹、親、祖父母から始まり、親戚、職場の同僚、隣近所、ご老人、

幼児、知的障害者、桁神障害者、障害者そして、自分があまり好きでない人も含め自分に

携わる人すべてです。これは大変難しい課題です。

　

では、どうしたら良いのでしょうか？人を愛するには、まず自分を愛することが絶対条

件です。「自分を愛する」とは、わがまま勝手、利己的になるということではありません。

不安や虚栄心から生まれるのは、まったく逆のゆがんだ形の自己愛です。真の自己愛とは。

　

「桁神的、肉体的にも健康で自分を知り、常に前向きで、自分の足でしっかりと地面を踏

みしめながら歩いていると実感を持つ事」です。いつも批判をし、仕事がつまらない、他

人が冷たい。恋人が思いやりがない。自分の人生の不満を他人のせいにしてはいませんか？

悪い事を他人のせいにすれば、一時的に楽なように思えますが、結局は自分自身を苦しめ

ることになります。目覚めなければなり

ませんね。随分、えらそうな事言ってい

る私も実はまだまだなんです。『イライラ

して生きても一生、明るく優しく生きて

も一生』どちらを選択するのも自山です。

明日から勇気を持って豊かな心、ゆとり

のある気持ちで、明るく、笑顔で人と接

してみてはどうでしょうか？きっとあな

たの中で何かが変わるはずです。
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平成16年度活動方針

　

｢各地域で活動のみえる青年部｣

平成16年度活動目的

・部員拡大

・部員の意識改革

・地域腎友会への積極参加

◆゜゜◆゜゜◆●●◆●●◆参力□j酋｀募集◆●●◆●●◆・・◆・・◆

●全腎協青年交流集会inだいせん

日

　

時：８月28日出～29(日)

会

　

場：大山ロイヤルホテル

　　

鳥取県西伯郡岸本町丸山中祖1647-13

テーマ：患者会の原点にかえろう

　　　　

全大会…患者会と透析医療の歴史をふりかえる講演会

　　　　

分科会…「透析とお金を考える」「よい透析とは何か」

　　　　　　　　　

「リーダーが考える青年部活勁」

　

全大会や分科会の内容にっいては予定です。６月中には正式な案内がきます。

　

全国の青年部の仲間と透析について考えてみませんか？

　

参加を希望される方は道腎協事務所にお問い合わせください。

●青年部支援・第24回腎提供者拡大街頭キャンペーンin士別

日
場

　

時：７月４日(日)10 : 00～13：00(予定)

　

所：士別市

全道各地の地域腎友会では、９月26ロ(ロ)にその地域の特色を生かし街頭や各地の催事場

で臓器提供意思表示カード等の配布をします。

　

士別腎友会では全道に先がけ、「04ふれあい広

場」のイベントに合わせて７月に開催します。

初めてのキャンペーンなので青年部全体で協力

することになりました。みなさん士別でのキャ

ンペーンにご協力ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-19-

お問合せ・参加希望の方はこちらへ

道腎協

　

ＴＥＬ･FAX (Oil) 747 0217

E-mail：kiycno@jikabaisen.c{)m
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透
析
の
は
な
し
⑨
よ
り

動
脈
硬
化
と

　
　
　

そ
の
原
因

　

動
脈
硬
化
と
は
、
動
脈
の
内
側

に
脂
肪
や
カ
ル
シ
ウ
ム
が
た
ま
っ

て
、
血
管
が
狭
く
な
っ
た
り
、
硬

く
な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
長

期
に
わ
た
っ
て
透
析
を
受
け
て
い

る
と
、
血
管
の
内
側
が
傷
つ
い
た

り
、
体
の
代
謝
が
変
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
脂
肪
や
カ
ル
シ
ウ
ム
が

血
管
の
県
に
付
着
し
や
す
い
状
態

が
続
き
、
動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
透
析

者
は
高
血
ぽ
、
高
脂
血
症
（
脂
質

代
謝
異
常
）
、
糖
尿
病
、
慢
性
腎
不

全
に
よ
る
リ
ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の

代
謝
障
害
な
ど
を
合
併
し
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
同
じ
年
齢
の
人
よ

り
も
動
脈
硬
化
が
お
こ
り
や
す
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
に
つ
い
て
、
ま
ず
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

現
在
、
透
析
に
い
た
る
原
因
の

中
で
最
も
多
い
の
が
糖
尿
病
性
腎

◆透析導入の原疾患の推移◆

1991～2000

霜その魯

■青硬化宦

●全身性エリテマトーデス

■侈発性のう胞笥

●●塚輿

　　　　　　　　　

一

1981～19901971～1980

　

3
0
2
5
2
0
1
5
1
0
5
0

透
析
導
入
数
（
対
人
口
一
万
・
１
０
年
）

(年)

症
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
透
析
者
に
は
糖
尿
病

に
か
か
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

糖
尿
病
の
人
は
、
高
い
血
糖
の

畠
習
饗
態
総
９
叫
邑

透
析
者
の
体
内
で
は
、
脂
肪
の

分
解
（
代
謝
）
が

う
ま
く
で
き
ず
、

中
性
脂
肪
（
ト
リ

グ
リ
セ
ラ
イ
ド
）

が
増
え
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
中

性
脂
肪
が
増
え
る

と
、
勁
脈
硬
化
を

抑
え
る
働
き
の
あ

る
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル

　

（
Ｈ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）

が
減
り
や
す
く
、

さ
ら
に
動
脈
硬
化

の
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。

血管がしなや

影
響
で
血
管
が
傷
っ
き
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
痛
ん
だ
血
管
に
は
、

血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど

が
付
着
し
や
す
く
、
動
脈
硬
化
か

お
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
、

慢
性
腎
不
全
で
は
腎
臓
か
ら
水

血流がスムーズ

●訪、カルシウムの付珊

mamm/

-←Ｃ回Ｄ

’●ヽ・Ｃ匝ｌ

血管がi

血涙が低下
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分
か
排
泄
さ
れ
に
く
く
血
液
量
も

増
え
て
し
ま
う
た
め
、
増
え
た
血

液
を
体
内
に
送
り
出
す
た
め
に
心

臓
は
強
く
収
縮
し
、
血
圧
が
上
昇

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
結
果
、

心
臓
に
人
き
な
負
担
が
か
か
る
と

と
も
に
、
血
管
に
も
高
い
圧
力
（
血

圧
）
が
か
か
り
、
傷
つ
き
や
す
く

な
り
ま
す
。

ら
排
泄
さ
れ
ま
す
。
ま
た
小
腸
か

ら
の
リ
ン
や
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収

を
促
進
す
る
は
た
ら
き
の
あ
る
活

性
型
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
腎
臓
で
作

リ
ン
や
カ
ル
シ
ウ
ム
は
腎
臓
か

　
　

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
リ

動脈の暫に
りンとカル
ンウムが
石灰として
沈●する

ン
と
カ
ル
シ
ウ
ム
の
代

謝
は
腎
臓
と
深
い
関
係

が
あ
り
ま
す
が
、
慢
性

腎
不
全
で
は
こ
れ
ら
の

は
た
ら
き
が
変
調
を
き

た
し
て
い
ま
す
。

　

リ
ン
ー
カ
ル
シ
ウ
ム

の
代
謝
異
常
が
進
む
と
、

骨
以
外
の
組
織
に
リ
ン

と
カ
ル
シ
ウ
ム
が
石
灰

と
し
て
沈
着
す
る
、
異

所
性
石
灰
化
が
お
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
透

析
者
で
は
動
脈
硬
化
に

伴
い
石
灰
化
し
た
血
管

が
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。

一
一
・

　

・

　

Ｃ
Ｒ
Ｐ
（
Ｃ
－
反
応
性
タ
ン
パ

ク
）
は
体
内
に
炎
症
や
組
織
の
損

傷
が
あ
る
場
八
口
に
血
中
に
増
え
る

た
ん
ぱ
く
質
の
一
種
で
あ
り
、
体

内
の
炎
症
状
態
を
示
す
指
標
と
し

て
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
は
血
管
壁
に
お
け
る

慢
性
炎
症
と
見
る
こ
と
も
で
き
、

Ｃ
Ｒ
Ｐ
値
が
高
い
と
動
脈
硬
化
の

進
行
が
早
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

21

Ｐ

‰体内の炎症や
組織の損傷

炎症たんぱく質が

　

血中に増える



２

　

動
脈
硬
化
に
よ
っ
て

　

引
き
起
こ
さ
れ
る
合
併
症

　

動
脈
硬
化
が
進
む
と
、
血
液
が

十
分
に
流
れ
な
い
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
合
併
症
を
お
こ
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
い
ず
れ
の
合
併
症
も
、

生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
著
し
く

低
下
さ
せ
、
生
命
の
危
機
を
招
く

も
の
で
す
。
と
く
に
心
不
全
、
心

筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
、
脳
出
血
な
ど

の
血
管
系
合
併
症
は
ご

け
て
い
る
人
の
死
亡
原
因
の
上
位

を
占
め
て
お
り
、
予
防
と
早
期
発

見
が
き
わ
め
て
重
要
で
す
。

　

心
臓
の
動
脈
（
冠
動
脈
）
に
動

脈
硬
化
が
お
こ
る
と
、
血
液
址
が

減
少
し
、
十
分
な
酸
素
や
栄
養
が

運
ば
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
（
虚
血
状
態
）

が
続
く
と
、
発
作
的
に
動
悸
や
息

切
れ
、
胸
の
痛
み
が
お
こ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
狭
心
症
と

い
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
冠
勁
脈
が
完
全
に
つ

ま
っ
て
、
激
し
い
胸
の
痛
み
と
シ
ョ
ッ

ク
症
状
を
伴
う
の
が
心
筋
梗
塞
、

虚
血
状
態
や
心
臓
の
筋
肉
の
疲
労

で
心
臓
が
十
分
に
血
液
を
送
り
出

せ
な
く
な
り
、
む
く
み
や
動
悸
、

息
切
れ
が
み
ら
れ
る
の
が
心
不
全

で
す
。

　

。
‥
‥
’
一
・
・
’

　
　
　
　
　
　

＝

－
１

　

１

　

Ｉ

　
　
　
　

Ｉ
Ｉ

　
　
　

－

◆透析者の死亡率･死亡原因の推移◆

(年)
1991～2000

ど)･透析中止

2
0
0
0
8
0
6
0
4
0
2
0
0

1

　

1

　

死
亡
率
・
対
千
人
年

1981～19901971～1980

　

脳
に
血
液
を
送
っ
て
い
る
血
管

　

（
脳
勁
脈
）
が
つ
ま
る
こ
と
で
、

脳
に
酸
素
や
栄
養
が
供
給
で
き
な

く
な
っ
た
状
態
を
脳
梗
塞
と
い
い
、

脳
の
血
管
が
破
れ
出
血
し
て
し
ま

う
こ
と
を
脳
出
血
と
い
い
ま
す
。

透
析
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
血
管

が
傷
つ
け
ら
れ
た
り
。
血
液
が
固

ま
り
や
す
く
な
る
た
め
、
透
析
者

で
は
一
般
の
人
よ
り
も
脳
血
管
障

害
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

頭
痛
、
悪
心
・
嘔
吐
、
手
足
の
麻

庫
、
言
語
障
害
、
意
識
障
害
な
ど

の
症
状
が
み
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に

主
治
医
に
相
談
し
ま
し
よ
う
。

　

－

　

－

　
　

－
－
‐

一
一
間

　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
Ｓ

　
　

Ｍ
ｉ
t
　
Ｋ
.
≪
ａ
ｉ
Ｔ
｡
ｒ
ｒ
.
ａ
ｌ
=
＾
i
：
ｉ
;

一
一

　
　

｀

　
　
　
　
　

ゆ

　

●
Ｉ

　
　

Ｉ

　

下
肢
の
勁
脈
が
つ
ま
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
よ
り
お
こ
り
ま
す
。

　

初
期
に
は
下
肢
の
冷
感
や
し
び

れ
感
が
み
ら
れ
る
程
度
で
す
が
、

進
行
す
る
と
、
歩
く
と
き
に
下
肢

　
　
　
　
　
　
　
　

｡
■
≪
!
　
ｔ　
　＊
　
^
　
１
　
■■
■

が
痛
く
な
っ
た
り
（
間
歌
性
皺
行
）
、

安
静
時
に
下
肢
が
痛
ん
だ
り
し
ま

す
。
さ
ら
に
悪
化
し
て
血
流
が
極

端
に
低
下
す
る
と
、
壊
疸
（
組
織

が
死
ん
で
し
ま
う
）
を
起
こ
し
て

し
ま
う
の
で
、
早
期
治
療
が
大
切

で
す
。

脳

　

血管が
切れて出血

　

皿出血

　

血曾が

つまっている

　

脳梗富

透析者は一般の
人に比べて

脳出血の割合が高い
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あ
る
日
の
「
ど
う
じ
ん
」
編
集

及
び
校
正
中
。
「
原
稿
２
つ
書
い
た

け
ど
両
方
字
数
多
く
な
っ
た
。
な

ん
と
か
入
れ
て
が
‥
」
と
私
。
そ
こ

で
「
何
年
や
っ
て
ん
だ
。
編
集
委

員
だ
ろ
う
が
‥
」
と
お
叱
り
の
こ
と

ば
。
し
か
し
、
編
集
長
、
少
し
行

数
を
増
や
し
載
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

H
1
3
年
秋
頃
か
ら
、
文
字
が
大
き

い
記
事
が
増
え
て
き
た
の
に
皆
さ

ん
お
気
づ
き
で
し
た
か
？

目
が
悪
く
な
っ
て
き
た

会
員
さ
ん
も
い
る
の
で
、

少
し
で
も
見
や
す
い
紙

面
に
し
よ
う
と
、
編
集

長
の
提
案
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。

　

そ
ん
な
村
本
徳
雄
編
集
長
が
、

先
月
5
2
歳
で
、
私
た
ち
の
ま
だ
見

知
ら
ぬ
世
界
へ
旅
立
っ
て
行
か
れ

ま
し
た
。

　

道
腎
協
の
機
関
紙
と
し
て
、
必

ず
掲
載
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
道
腎
協
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
事
、
総
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
・
地
域
腎
友
会
の
活
勁
の
報
告
、

各
種
制
度
・
医
療
の
情
報
等
、
す

べ
て
が
会
員
の
皆
さ
ん
一
人
一
人

に
関
係
し
、
大
切
な
事
柄
で
す
が
、

難
し
い
内
容
も
多
く
な
り
が
ち
で

す
。
会
員
さ
ん
、
役
員
さ
ん
の
寄

稿
を
大
切
に
す
る
姿
勢
と
と
も
に
、

こ
の
「
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
、
「
会
員
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活

に
密
着
し
た
情
報
を
、
時
に
は
会

貝
の
方
々
の
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
や
、

生
き
方
を
紹
介
し
な
が
ら
楽
し
く

読
め
る
物
を
。
」
と
い
う
編
集
長
の

考
え
か
ら
生
ま
れ
た
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
ま
た
、
医
療
講
演
の
。
ど
う

じ
ん
‘

　

へ
の
収
録
は
、
講
演
内
容

を
正
確
に
伝
え
、
話
し
こ
と
ば
か

ら
書
き
こ
と
ば
に
変
換
し
て
い
く

時
、
講
演
者
の
お
話
し
の
調
子
と

お
人
柄
を
伝
え
る
点
で
難
し
い
作

業
で
す
。
寄
稿
さ
れ
た
文
章
を
で

き
る
だ
け
そ
の
ま
ま
伝
え
る
、
各

種
制
度
等
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
な
ど
、
い
つ
も
、
限
ら
れ
た
紙

面
の
中
、
こ
と
ば
ひ
と
つ
ひ
と
つ

を
熟
考
す
る
編
集
長
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

　

何
人
か
の
役
貝
さ
ん
が
村
本
さ

ん
か
ら
、
「
患
者
会
は
自
分
の
為
に

や
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。
人
の
為
と

思
え
ば
負
担
に
な
る
。
」
「
自
分
の

病
気
の
事
は
、
自
分
で
守
る
と
い

う
事
。
」
「
相
手
の
話
を
良
く
聞
い

て
か
ら
話
し
な
さ
い
。
」
と
い
つ
も

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
よ
く
乗
っ
て
も
ら
っ
た

と
言
い
ま
す
。
道
腎
協
の
役
員
と

し
て
、
「
ど
う
じ
ん
」
編
集
長
と
し

て
、
全
体
と
一
人
一
人
を
底
で
支

え
る
存
在
で
、
道
腎
協
を
訪
れ
る

方
々
に
も
、
よ
く
「
無
理
す
る
ん

じ
ゃ
な
い
よ
。
」
と
声
を
掛
け
て
い

た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
私
は

そ
ん
な
村
本
さ
ん
の
巾
に
、
病
気

と
そ
れ
に
伴
う
困
難
は
持
っ
て
い

て
も
、
ご
自
身
が
そ
し
て
会
員
の

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
、
人
生
を
人

ま
か
せ
に
す
る
の
で
は
な
く
自
分

の
事
と
し
て
考
え
、
病
気
と
い
う

個
性
も
ろ
と
も
活
き
活
き
と
生
き
、

幸
せ
で
あ
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い

　
　
　
　

た
脱
点
を
感
じ
ま
す
。

　

写
真
搬
影
が
お
好
き

で
、
会
員
さ
ん
の
写
真

の
あ
い
間
に
何
度
か
表

紙
に
な
り
ま
し
た
。
「
花

が
搬
っ
て
く
れ
っ
て
言

う
ん
だ
よ
。
」
と
照
れ
な
が
ら
。
昨

日
ラ
ジ
オ
で
、
H
1
3
年
初
夏
号
表

紙
を
飾
っ
た
村
本
さ
ん
の
写
真
の

あ
の
花
の
た
よ
り
を
聞
き
ま
し
た
。

編
集
長
、
あ
の

の
花
が
、
陽
の

光
を
受
け
鮮
や

か
な
黄
色
で
、

今
、
満
開
で
す
。

あ
り
が
と
う
。

「
キ
ン
グ
サ
リ
」

が殖

　

－

　　　　　

ｋ
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事
務
局
通
信

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

キ
ド
ニ
ー
会
会
長

　

松

　

浦
｛

南
一
条
病
院
・

院信
長
博
様

　

１
万
円

工
藤
靖
夫
先
生

　

２
万
円

村

　

本

　

志
津
子

　

様

　

1
0
万
円

青
い
鳥
ハ

堀川川高

井村村僑

一
一
－－

上

滓
ガ
キ

　

幹百隆
（
2
0
枚
）

　

子
様
（
札
幌
）

　

志
様
（
札
幌
）

合
江
様

和

　

彦
様

留
美
子
様

由
紀
恵
様

（
札
幌
）

（
札
幌
）

（
札
幌
）

（
札
幌
）

　

大
切
に
会
活
動
に
役
立
た
せ
て

戴
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

《
住
所
変
更
》

新
住
所

　

旭
川
地
方
腎
友
会

　

〒
０
７
８
－
8
3
2
9

　

旭
川
市
宮
前
東
4
1
5
5
－
3
0

　

旭
川
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

「
お
ぴ
っ
た
」
３
階

　

Ｓ
０
１
６
６
－
３
３
－
９
０
８
３

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
腎
友
会

　

〒
０
９
３
－
0
0
4
5

　
　

網
走
市
大
曲
２
丁
目
６
－
１

　
　
　
　
　
　

道
営
Ｄ
－
１
－
４

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
正
明
様
方

　

Ｓ
Ｏ
１
５
２
－
４
３
－
1
1
9
5

　

道
南
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

　

〒
0
4
0
1
0
0
2
1

　
　

函
館
市
的
場
町
1
9
番
６
号

　
　
　
　
　
　
　

筒
井
紀
昭
様
方

　

｀
　
　
一
〇
１
３
８
－
５
５
－
7
0
1
9

　

平
成
1
6
年
６
月
2
7
e
n
か
ら
右
記

の
事
務
局
に
変
更
と
な
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

《
腎
友
会
名
称
変
更
》

　

（
旧
）
小
消
水
赤
十
字
病
院
腎
友
会

　

（
新
）
小
清
水
腎
友
会

　

《
会
長
変
更
》

稚
内
腎
友
会

　

（
旧
）
浜

　
　
　
　
　

武
氏

　

（
新
）
福

　

田

　

茂

　

哉
氏

オ
ホ
ー
ツ
ク
腎
友
会

　

（
旧
）
小
田
切

　

文

　

夫
氏

　

（
新
）
佐
々
木

　

保

　

子
氏

小
樽
後
志
地
方
腎
友
会

（
旧
）

（
新
）

金
井
英
樹
氏

北

　
　

征
子
氏

料
理
講
習
会
の
ご
案
内

透
析
食
栄
養
士
研
究
会

テ
ー
マ

日

　

時

　

調場会
お理
問室所費

　

リ
ン
の
Ｊ
ン
ト
ロ
ー
ル
食

　

1
0
月
３
日

　
　
　

1
0
時
か
ら
の
予
定

　

―
、
０
０
０
円

　

札
幌
エ
ル
プ
ラ
ザ

　

北
８
条
西
３
丁
目

い
合
わ
せ
は

　

札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

栄
養
科

Ｓ
０
１
１
－
７
４
７
－
1
1
2
1

⑩
＠
○
⑩

　

今
回
は
、
1
0
口
に
発
行
が
、

出
来
な
か
っ
た
事
を
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

　

村
本
編
集
委
員
長
が
亡
く
な

ら
れ
た
事
は
、
私
達
編
集
委
員

に
と
っ
て
も
、
大
き
な
打
撃
で

し
た
。

　

村
本
ざ
ん
が
入
院
す
る
時
に
、

機
関
紙
’
ど
う
じ
ん
‘
６
月
号

の
事
を
大
変
気
に
し
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
時
は
、
村
本
さ
ん

が
す
ぐ
退
院
で
き
る
と
信
じ
て

い
ま
し
た
の
で
、
「
大
丈
夫
、

ま
か
せ
て
」
と
か
る
く
言
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
村
本

さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

今
、
村
本
さ
ん
の
苦
労
が
一
気

に
押
し
寄
せ
て
き
て
。
悪
戦
苦

闘
の
毎
日
で
し
た
。
こ
う
し
て

や
っ
と
何
と
か
発
行
に
、
こ
ぎ

着
け
ま
し
た
。
こ
の
次
は
１
０

０
号
で
す
。
村
本
編
集
委
員
長

が
、
「
次
号
は
１
０
０
号
だ
ね
。
」

と
言
っ
て
い
た
言
葉
を
思
い
出

し
ま
す
。
貴
方
の
優
し
さ
を
私

達
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
（
三
上
）
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1
1
1
1
－
１
１
ａ

｢‾
１

ｙ
ｆ
Ｌ
Ｆ

　

昭
和
5
7
年
度
よ
り
道
腎
協
の
役

員
を
、
昭
和
6
3
年
度
か
ら
平
成
２

年
は
会
計
監
査
役
。
平
成
３
年
度

か
ら
今
年
度
平
成
1
6
年
ま
で
会
計

を
し
て
頂
き
機
関
紙
’
ど
う
じ
ん
‘

の
編
集
委
員
長
で
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
1
6
年
５
月
Ｃ
Ｍ
口
5
2
歳
で
永

眠
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
生
前
の
ご
活
躍
を
偲
び
心
か

ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

事務局活動経過報告－
2 J110日㈹　遺医療費助成見直し説明会一川村会畏参

　　　　　　

加

２月13日幽

　

マル障見直し反対行動にっいてと資料、

　　　　　　

事務局へ郵送

　　　　　　

運営会議案内郵送
２月16日凹

　

「【!1会臍願紹介議員のお願い】餓員会館

　　　　　　

へ文書郵送

　　　　　　

衆蹴院一三井辨雄氏．佐々木秀典氏、石

　　　　　　

崎岳氏、金田誠･氏、鉢呂古雄氏

　　　　　　

参議院一伊達忠一氏、風間昶氏

　　　　　　

上記の議員の方の地元（旭川、道南、札

　　　　　　

幌）に対して要請行動のお願い文番郵送

　

ふJ

　　　　　　

･a

　

－

　

・－２月18日向

２月i9n(≪

２月20HUW

２月23H(fl)

２月24日脚

２月

２月

３月

３月

３月

25日團

26出羽

２日㈹

３日t水1

5日(金)

道庁障書福祉課．主査田中氏、主幹伊藤

氏来局

道議会議員へ紹介議員お噸い文書郵送

機関紙¨どうじん”校正

　

「今月の情報」 Nal50コピーと作成

　

「今月の情報j Nal50郵送

道議会各会派、紹介議員廻り

参加一川村氏、青柳氏、鈴木氏、柳沼氏、

佐藤氏

運轡会議資料の作成

機閲紙¨どうじん¨校正

機関紙“どうじん”最終校正

運営会議賢料郵送

達繭会-ヽ●名川紙を袴●一川村氏.聊削氏

　

「事務局だよりj Nal9～20郵送-24ii!i
３月８日卯

　

機関紙“ぜんじんきょう”Nq202発送

　　　　　　

運営会議資料の作成
３月11日(羽

３月i2a(^

３月13日出

３月MQ(日)

３月16日向

大橋道議会議員と面談一堀井氏、輝内氏

機関紙“どうじん■■ Nq97発行、11,０００郎

運営会議一参加11名

運営会蹴一参加10名

ブロック会議案内と活動状況報告書用紙

郵送

３月18日休）曜病連会計監査、参加一洋内事務局長．

　　　　　　

三上事務局次長
３月22日ひ1）

3月21BI水S

4月１日困

４月３日出

１
Ｓ

しｰ_-..＿_，

｢今月の情報j Nal51コピーと作成

｢今月の情報」 Nal5I郵送

渾内事務局艮腎バンク寄附金持参

決算書、予算書作成

議案番発注

会訃監査一参加．蓬田氏．福原氏、村本

氏、三上氏

一一

村

　

本

　

徳

雄

　

氏
（
札
幌
）

ご
訃
報

‾゜゛’‾‘‾‘゛１

　　　　　　　　

！

４月５日圓

４月８日(匍

４月９日圖

4

4

・1

,1

月13日

月14日

月

月

15日

16日･

㈹

t昶

C本1

吻

ブロ･ソク会議資料送付－39通

　

“ぜんじんきょう¨声のテープ発送

機関紙“どうじん¨号外り･印刷

機関紙“どうじん”Ｉ佼口出し

難病連へ決算魯・予算書他郵送

９外（重度心身障冑者医療費助成剛度（-ｚ

ルほ）･ヽむり口己負担金贋倉1活勣禰告）殖心一

機関紙“どうじん”２校口出し

臨時号の原稿作り

総会案内の作成

臨時号の作成

　

「今月の情報■ Nq152コピーと作成

ブロック会議報告書作成

総会（交流会）の案内作成

４月19日凹

　

「今月の情報j Nal52、“どうじん”臨時

　　　　　　

号発送
･1

4

･1

月20日

月22日

月23日

㈹

(木S

(血)

･□128日t水j

5月７日面

５月10日叫

５月12日伽

総会案内、役貝へ送付－47通

　

“どうじん”とポスター校正

署名用紙一各事務局へ発送

道庁へあいさつ廻り一深内事務局長

全腎協ヘブロック会議報告番発送

ブロック会議欠席者へ報告書郵送－５通

　

“どうじん”議案書発送

機関紙“ぜんじんきょう" Na203、「事柄

局だよりI Nq23発送

各党と紹介議員になりていただいた各議

員へ総会案内状持参一潭内事務局長

総会、交流会、宿泊名緯作成

北海道知事、高橘はるみ氏へ総会案内状

送付

５月l肘1㈹

　

ホテルユニオンと打合せ（総会）

　　　　　　

機関紙“どうじん”１佼目出し
５月19HI水丿

　

総会、運営要領・会場見取り図作成

５月20日困「今月の悄報j Nal52コピーと作成
５月21日（匍「今月の悄報」 Nal52郵送

５月24 Bt月）総会用弁当などの手配

　　　　　　

事務局会計、村本徳雄氏死去

５月28B{M

　

“ぜんじんきょう”声のテープ発送

５月29日出

　

総会前ブロック会議一参加31名

　　　　　　

交流会一参加48名

５月30日倒

　

第27回道腎協定期総会・札幌大会

　　　　　　

参加-135名

　　　　　　

来賓４名．患者・家族・スタッフ131名
５月31日ぴ1）総会お礼状作成

_＿_____」

1
1
1
1
～
‐
・
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L－カルニチンを多く摂取したい方、

水分量が気になる方へ、おすすめ!
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快適な透析生活をｻﾎﾟｰﾄします
不足しがちな栄養成分の補給に1

　　　　

０

　　　　

３つの主●栄雙威分と
ｺﾆ111:]ヌ1本当りの配合皿

.＿

　　　

ご

　　　

忌
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これら の 宦 状 の 大き

■i4;Fi専門医の協力

皿－IFIて開発された
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１

　

エルビス利用者
アンケート分析

利用開始後２ヶ月前後のご利用者を対象に行っているアンケートのまとめです。

目_答岬数．

　

113 6名

男性／女_性590名

　

５４６名

　　　　　

２２～８６繊

遇析年致

　

、1，こゾし､?ｊ¶

効果がはっきり

判らない

効果が未だない

（集計）平成１６年４月２６日現在回答率３５％

効果が

実感できた

効●・実●までの日置｜

　　　　　

●

　

－
11

　

●

　

s

　

Ｓ●

　　　

1●゛-..-..-.-―-.-_..-.....-..-..--......._....._.

:●透析中･夜間など､手足のケイレン軽減､解消--･

！●透析後半の急激な血圧低下の改善……………･１

－

｜●透析後の倦怠感の軽減………………………----･
１

ｉ●疲労感の回復が早まった

　

………………---……-･

i●体調がよくなった………………………………｜

ｉ●ｎ血が改善してきた

　

………，
１

１

・

・

－

●便秘が改善した

●心胸比、不整脈が改善してきた…………………･

:●血中中性脂肪値が下がってきた………･

｜１
１

１

●

，

ﾖ･XS当鳩目樟数回答,参.り

ﾐ･その他の効零とレご食欲高血圧低血圧

E･血中中竹脂肪油の改纒数.か･少･ない理由は

０ １００
200 300 ４００ 500

カユミの改善か目立ちます

回答者の関心嗜の低さにもあると思われ１す
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且jl凰セット

ﾗ14χとかゆみ水分管m冷え等でお悩みの方

　　　　

１週間無料体験できます
『湯カラッと』は特許の様々な仕組みで､低い温度(40°Ｃ～50°Ｃ)の僅かな湿り気を含む温風により、
お風呂の様な水圧もなくサウナの様な熱の負担もなく、身体を芯から温め、無理なく発汗させます。
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「湯カラッと」は、全国の県腎協、県友会、難病連様でお取扱いいただき使用
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標準価格218.000円→FM-iJiMr I!1 174 ｡４００円(税抜き)
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北海道腎臓病患者連絡協議会

〒001 0017　札幌市北区北17条西2丁目21 617

　　　　　

サザンアベニュー北大１０１

　　　

TE Ｌ･FAX (011)747-0217

オンキョーリブ(株)お客様相談室

　

、'｡、０１２０－３１－８０６５まで

〒572 0028　大阪府寝屋川市日新町１番13号

ＴＥＬ(072)一831 8090　　FAX (072) 831 3263
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